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Xl y2 … Xf y
がきまるoここで上式は抗原の数が n･k種の抗体をnk個ふ くみその中 ek個は抗原
を結びつける役目をし, lk個は抗原に一方だけがっいている (k-1,2,- f)ような
｢分子｣の数をあらわしているo もちろん誉Ck= n~1 であるo
さて pkをもって･ k種の ｢穴｣の中･ひつついたものの割合とL rk-N/ 2Nk と
するとあきらかに
pk≦ 1/ rk








- + 2i ≧ pf




































第 2図 p と rの関係式





で pi- 1/ri- 2Ni/N とお けば一致するo
また ri< 1の領域では pi≦ 1とおいて (3)は
F 1/ rk+ 1
く二1
′ー′
でこの領域では pi- riとおくとやは｡等号の極限では (4)に一致するo
ここに書いたものは, BikenJournal(阪大微研報告) 旦 (1962)259に発表
したもので 〔共著者 天野,徳永,,佐藤 〕 ベ-テ格子研究会のために再集 したもので
ある｡
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